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建設工事業者の皆様へ 

豊 田 市 長 鈴 木 公 平 

事業管理者 横 地 清 明 

 

平成２１年度総合評価方式の見直しについて（お知らせ） 

 

日頃は豊田市政にご理解とご協力をたまわり誠にありがとうございます。 

本市では、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の趣旨を踏まえ、平成１８年度は３件、

平成１９年度は８件総合評価方式を試行し、さらに平成２０年度には簡易型総合評価方式の本格

実施、標準型・特別簡易型総合評価方式の試行実施と全体で３６件実施しました。 

今年度は、新たに経営事項審査の総合評定値に豊田市発注者別評価点（主観点）を加算した豊

田市総合点により等級別格付けを行うことで、地域の優良業者の参加機会の拡大を図るとともに、

総合評価方式の対象範囲を拡大し、すべての方式での本格実施を目指すことで地域の優良業者の

落札機会の拡大を併せて図っていくものです。 

事業者の皆様におかれましては、今回の見直しの内容をご理解いただくとともに、今後とも本

市の入札契約制度へのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

１ 総合評価方式への取り組み 

   総合評価方式は、下記の３種類の方式で実施します。なお、工事の内容等に応じ、評価項

目や配点が変動することもあります。 

 

（１）特別簡易型総合評価方式 

   ①対象：企業の技術力、信頼性・社会性と入札価格を一体として評価することが妥当と

認められる工事 

   ②評価項目及び配点 

    ○企業の技術力：１０点 

    ○企業の信頼性・社会性：１０点 

（２）簡易型総合評価方式 

   ①対象：簡易な施工計画及び企業の技術力、信頼性・社会性を一体として評価すること

が妥当と認められる工事 

   ②評価項目及び配点 

    ○施工計画：１０点 

    ○企業の技術力：１０点 

    ○企業の信頼性・社会性：１０点 

（３）標準型総合評価方式 

   ①対象：総合的な性能・機能、社会的要請等の提案、施工計画、入札者の施工能力及

び社会性・信頼性を一体として評価することが妥当と認められる工事 



   ②評価項目及び配点 

    ○技術提案、施工計画：２０点 

    ○企業の技術力：１０点 

    ○企業の信頼性・社会性：１０点 

 

２ 総合評価に関する主な改正点 

   平成２１年７月以降、総合評価方式に係る評価項目、評価基準及び配点の見直しを行いま

す。主な改正点は、下記のとおりですのでご留意ください。 

 

（１）企業の技術力 

   ①企業の施工実績 

    ○施工実績は、同種・同規模工事とあったものを、案件ごとに業種、対象となる金額を

特定します。 

    ○施工実績は、発注実績等を考慮し、１０年間以内の期間で随時設定します。 

    ○優良業者の認定、表彰等については、２年間以内を対象に、原則当該業種とします。

ただし、業種を特定しない企業としての表彰等は加点対象とします。 

   ②配置予定技術者の能力 

    ○施工実績は、同種・同規模工事とあったものを、案件ごとに業種、対象となる金額を

特定します。 

    ○施工実績は、発注実績等を考慮し、１０年間以内の期間で随時設定します。 

    ○施工実績は、ＪＶの場合、代表構成員における監理技術者を対象に加点してきました

が、今後は代表構成員及び構成員の担当技術者に対しても１／２の加点を行います。 

    ○工事成績は、同種・類似工事とあったものを、案件ごとに業種、対象となる金額を特

定します。 

    ○工事成績は、発注実績等を考慮し、１０年間以内の期間で随時設定します。 

    ○工事成績は、ＪＶの場合、代表構成員における監理技術者を対象に加点してきました

が、今後は代表構成員及び構成員の担当技術者に対しても１／２の加点を行います。 

  

（２）企業の信頼性・社会性 

   ①社会貢献における環境対策 

    ○「環境に配慮した活動など企業として取り組み」を改め、「地球温暖化防止のための

ＣＯ2 排出量削減などの企業としての取り組み」とします。具体的には下記の項目

を対象とし、複数の取り組みに対し、最大２点を加点します。 

◇エコ通勤（ＴＤＭ）に対する企業としての取り組み 

  ・エコ通勤優良事業所認証制度 

    国土交通省総合政策局交通計画課 「エコ通勤ポータルサイト」

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/ecommuters/ 

  ・チャレンジエコ通勤 

    豊田市都市整備部交通政策課 「チャレンジエコ通勤ポータルサイト」

http://tdm.michinavitoyota.jp/case.html 

http://tdm.michinavitoyota.jp/case.html


    ※いずれかの認証又は登録 

◇エコドライブに対する企業としての取り組み 

      ・エコドライブ宣言登録証明 

    豊田市都市整備部交通政策課 「エコドライブポータルサイト」 

        http://ecodrive.michinavitoyota.jp/?michiRouteParam=top_ban 

    ※交通政策課の交付する証明（西庁舎３階）（年度内有効） 

 ◇低公害車の利用促進 

・低公害車の利用促進は、下記に該当する車両の購入又はリースを対象とする。 

  電気自動車、天然ガス自動車、メタノール自動車、ハイブリッド自動車、低公

害工事用車両等 

 ◇チーム・マイナス６％への登録 

      ・チーム・マイナス６％への登録 

         環境省地球環境局地球温暖化対策課国民生活対策室 「チーム・マイナス６％

ポータルサイト」 http://team-6.jp/info/aboutsite.html 

        ※登録の証明及び行動計画書等 

   ②社会貢献における男女共同参画社会への貢献となる特別な制度 

○愛知県ファミリー・フレンドリー企業認定事業者は、２点を加点します。ただし、下

記項目との重複加点は行いません。 

     ◇愛知県ファミリー・フレンドリー企業認定事業者 

       愛知県労働部労政担当局労働福祉課 ｢ファミリー・フレンドリー企業ポータル

サイト｣ http://famifure.pref.aichi.jp/ 

○「次世代育成支援対策推進法」第１２条に基づく一般事業主行動計画を地方労働局に

届出した事業所（従業員数３００人を超える事業所を除く。）は、１点を加点します。 

     ◇次世代育成支援対策推進法第１２条に基づく一般事業主行動計画を地方労 

働局に届出した事業所 

    愛知労働局 ｢一般事業主行動計画ポータルサイト｣

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/jisedai/index.html 

    ○下記のいずれかに該当する男女共同参画社会に貢献する制度は、１点を加点します。

ただし、重複して加点は行いません。 

   ◇「育児・介護休業法の規定を上回る育児休業制度の実施」 

   ◇「育児・介護休業法の規定を上回る介護休業制度の実施」 

◇「育児・介護休業法の規定を上回る子どもの看護休暇制度の実施」 

   ◇「育児・介護休業法の規定を上回る勤務時間の短縮等の措置」 

    ・短時間勤務制度の実施 

    ・フレックスタイム 

    ・始業終業時刻の繰上げ・繰下げ 

    ・所定外労働をさせない制度 

    ・託児施設の設置運営その他これに準じる便宜の供与 

◇「子どもの出生時における父親の休暇取得」 

◇「育児休業期間中の代替要員の確保」 

◇「子育てサービス費用の援助」又は「企業独自の家族・児童手当の支給」 

http://ecodrive.michinavitoyota.jp/?michiRouteParam=top_ban
http://team-6.jp/info/aboutsite.html


◇「育児等退職者の再雇用特別措置等の実施」 

◇「職場復帰プログラムの実施」 

     ※男女共同参画センターの認証（豊田産業文化センター２階）（１年間有効） 

   ③法定雇用率を上回る障がい者の雇用 

○下記の雇用に関する状況表の写し等が必要になります。 

     ◇常用労働者が５６人以上の事業所は、ハローワークに提出する雇用に関する状況表

の写しを添付してください。 

     ◇常用労働者が５５人以下の事業所は、雇用している従業員証、障害者手帳等の写し

を添付してください。（原則、返却します。） 

     ※個人情報保護の観点から、従業員証等の書類は窓口確認とし、確認後返却するのを

原則とします。 

   ④地域貢献におけるボランティア活動 

    ○下記のいずれかに該当するボランティア活動は、１点を加点します。ただし、重複し

て加点は行いません。 

   ◇職場体験受け入れ制度 

◇交通安全立哨活動 

◇清掃活動 

◇環境美化活動 

◇交通安全教室 

◇その他各種ボランティア 

※活動に係る各種証明（警察署、自治区長等）又は活動に係る計画書及び写真等活

動実績のわかるものの写しを添付してください。証明等が明確でない場合若しく

は活動が恒常的又は長期的でないものは加点対象としない場合があります。 

   ⑤地域貢献における地域活動 

○下記のいずれかに該当する地域活動は、１点を加点します。ただし、下記項目で重

複して加点は行いません。 

  ◇豊田市消防団協力事業所表示制度の認証 

      豊田市消防本部庶務課 ｢消防団協力事業所ポータルサイト｣

http://www.city.toyota.aichi.jp/division_n/ba00/ba01/tanto/shouboudankyour

yokuzigyousho/index.html 

◇まちかど救急ステーション 

  豊田市消防本部警防救急課 



３ その他の依頼事項 

 

（１）総合評価における配置予定技術者について 

    総合評価方式では、入札説明書「４ 入札参加資格の事前確認（３）」に記載のあると

おり、技術者の重複申請は、配置予定技術者の数（原則落札後の辞退は認めないので、申

請したすべての案件を落札した場合でも、技術者をつけることのできる範囲）を限度とし

ます。原則として、１人の技術者に対する重複申請は、すべての申請において資格なしの

扱いとなり、事後審査型一般競争入札とは方法が異なりますので、事前に十分ご留意いた

だきますようお願いします。 

     

（２）総合評価における辞退の取り扱い 

    総合評価方式では、参加資格及び施工計画等の必要書類を事前に審査し、入札参加資格

の通知を行います。したがって、電子による入札時における辞退等については、「辞退

届」又は辞退等の理由を求めることがありますのでご承知おきください。 

 

（３）開札時の傍聴について 

    現在、開札時における傍聴を行っていますが、総合評価方式の本格実施に伴い、傍聴の

件数が増加しています。現状では、窓口におけるパソコンで傍聴していただいており、そ

の準備の都合上、可能な限り前日の午後５時までに傍聴希望のご連絡をいただけると幸い

です。 

 

（４）総合評価における窓口の必要書類等確認について 

    現在、総合評価方式に係る必要書類の提出に際し、窓口で各種質問を受け付けています。

ただし、窓口での対応は、「必要書類が足りているかの確認」や「基本的な事項」等への

対応であり、必要書類の最終審査は後日ＪＣＩＳ検索システム等により実施することを再

度ご認識いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 

  総務部契約課 工事・委託担当 

   ＴＥＬ ０５６５（３４）６６１６ 

   メール keiyaku@city.toyota.aichi.jp 


